













いう災害に関する科目を設け、3 年次必須としている。これらは、平成 22～24 年度に実施

























 ②のノックアウトマウスについては、カテコールアミン合成の律速酵素である tyrosine 
hydroxylase（TH）遺伝子を欠損させたマウスを作成した。TH 遺伝子欠損マウスは、TH 
酵素活性およびその蛋白質の発現が全く認められず、カテコールアミンも極度に欠乏して
いた。このマウスはほとんどが胎生後期から生後 1 日以内に死亡したことから、TH は胎
生期から出生に至るまでの生存に必須のものであることがわかった。 
 脳神経系の研究に限らず、特定の遺伝子の機能を解析することや動物モデルを用いた各
種疾患研究を行うためには、遺伝子組換えマウスを利用することは有用である。 
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